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一

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
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令

和

二

年

号

外

　

　

三
月
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一
日

（　火 曜 日　）
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二

○
訓
　
　
令
　
　
甲

大
分
県
訓
令
甲
第
十
六
号

本　
　
　
　
　

庁　

地　

方　

機　

関　

　

大
分
県
地
方
機
関
事
務
分
掌
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　

第
一
条
の
二
第
一
項
の
表
の
地
域
振
興
部
の
項
中
「
地
域
振
興
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」
に
改
め
、
同
項

第
九
号
中
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
」
を
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と

し
、
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
二
号
中
「
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
二　

地
方
創
生
に
関
す
る
こ
と

　

第
一
条
の
二
第
二
項
の
表
の
地
域
振
興
部
の
項
中
「
地
域
振
興
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」
に
改
め
、
同
項

第
九
号
中
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
」
を
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と

し
、
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
二
号
中
「
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
二

　

十
二　

地
方
創
生
に
関
す
る
こ
と

　

第
一
条
の
二
第
三
項
の
表
の
地
域
振
興
部
の
項
中
「
地
域
振
興
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」
に
改
め
、
同
項

第
八
号
中
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
」
を
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と

し
、
第
十
二
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
一
号
中
「
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
一　

地
方
創
生
に
関
す
る
こ
と

　

第
一
条
の
二
第
四
項
の
表
の
地
域
振
興
部
の
項
中
「
地
域
振
興
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」
に
改
め
、
同
項

第
八
号
中
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
」
を
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と

し
、
第
十
二
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
一
号
中
「
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
一　

地
方
創
生
に
関
す
る
こ
と

　

第
一
条
の
二
第
五
項
の
表
の
地
域
振
興
部
の
項
中
「
地
域
振
興
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」
に
改
め
、
同
項

第
九
号
中
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
」
を
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と

し
、
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
二
号
中
「
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
二　

地
方
創
生
に
関
す
る
こ
と

　

第
一
条
の
二
第
六
項
の
表
の
地
域
振
興
部
の
項
中
「
地
域
振
興
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」
に
改
め
、
同
項

第
八
号
中
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
」
を
「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と

し
、
第
十
二
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
一
号
中
「
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十
一　

地
方
創
生
に
関
す
る
こ
と

　

第
五
条
第
一
項
の
表
の
健
康
安
全
企
画
課
の
項
第
十
九
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締

法
」
に
改
め
、
同
表
の
衛
生
課
の
項
第
二
十
三
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
表
の
地
域

福
祉
室
の
項
中
第
十
八
号
を
削
り
、
第
十
九
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

第
五
条
第
二
項
の
表
の
健
康
安
全
企
画
課
の
項
第
二
十
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締

法
」
に
改
め
、
同
表
の
衛
生
課
の
項
第
五
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
三
項
の
表
の
健
康
安
全
企
画
課
の
項
第
二
十
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
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大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）



令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

二

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

法
」
に
改
め
、
同
表
の
衛
生
課
の
項
第
二
十
三
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
四
項
の
表
の
健
康
安
全
企
画
課
の
項
第
二
十
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締

法
」
に
改
め
、
同
表
の
衛
生
課
の
項
第
五
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
表
の
地
域
福
祉

室
の
項
中
第
十
八
号
を
削
り
、
第
十
九
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

　

第
五
条
第
五
項
の
表
の
健
康
安
全
企
画
課
の
項
第
二
十
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締

法
」
に
改
め
、
同
表
の
衛
生
課
の
項
第
五
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
六
項
の
表
の
健
康
安
全
・
衛
生
課
の
項
第
二
十
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締

法
」
に
改
め
、
同
項
第
四
十
八
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
第
十
項
の
表
中
「
課
名
」
を
「
課
又
は
室
名
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

中
津
日

田
道
路

建
設
室

一 　

中
津
日
田
道
路
に
関
す
る
調
査
設
計
及
び
工
事

施
行
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
訓
令
甲
第
十
七
号

本　
　
　
　
　

庁　

地　

方　

機　

関　

　

大
分
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
訓
令
甲
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　

第
二
条
第
十
号
中
「
地
域
福
祉
推
進
監
」
を
「
地
域
共
生
社
会
推
進
監
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
一
項
中
「
（
東
部
保
健
所
、
中
部
保
健
所
、
西
部
保
健
所
及
び
北
部
保
健
所
に
限
る
。
）
」
を

削
る
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
の
十
九
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

十 　

法
第
十
七
条
の
十
七
第
五
項
又
は
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
市
町
村
の
地
域
再
生
土
地
利
用

計
画
に
関
す
る
同
意
を
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
の
十
九
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
中
第
十
七
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十

三
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
二
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

十 

三　

法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
九
項
、
第
十
一
項
又
は
第
十
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
市
町
村
の

地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
関
す
る
同
意
を
す
る
こ
と
。

　

十 

四　

法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
十
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
関
す
る
意

見
を
求
め
る
こ
と
。

　

十 

五　

法
第
十
七
条
の
五
十
七
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
市
町
村
の
地
域
農
林
水
産
業
振
興
施
設

整
備
計
画
に
関
す
る
同
意
を
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
の
四
十
五
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
第
十
一
号
中
「
事
項
」
の
下
に
「
又

は
除
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
の
四
十
六
の
項
と
し
、
同
表
の
四
十
の
項
か
ら

四
十
四
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
の
三
十
九
の
項
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第

二
十
一
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二
十
一　

規
則
第
三
十
五
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
料
の
全
部
又
は
一
部
を
還
付
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
中
三
十
九
の
項
を
四
十
の
項
と
し
、
三
十
八
の
項
を
三
十
九
の
項
と
し
、
同
表
の
三

十
七
の
項
の
班
総
括
の
欄
第
一
号
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
三
十
八

の
項
と
し
、
同
表
の
三
十
六
の
項
を
同
表
の
三
十
七
の
項
と
し
、
同
表
の
三
十
五
の
項
の
知
事
の
欄
中
第
一

号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
項
の
部
長
の
欄
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
一
号

を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

三 　

規
則
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
出
事
務
の
委
託
契
約
（
設
計
金
額
が
一
千
万
円
以

上
の
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
の
三
十
五
の
項
の
部
長
の
欄
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

一 　

規
則
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
歳
入
の
徴
収
の
委
託
契
約
（
業
務
委
託
契
約
（
指
定

管
理
者
の
指
定
を
含
む
。
）
に
併
せ
て
歳
入
の
徴
収
を
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
業
務
委
託
契

約
の
設
計
金
額
が
一
千
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
収
納
の
委
託
契
約
（
設
計
金
額
が
一
千
万

円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
の
三
十
五
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
中
第
三
十
七
号
を
第
三
十
九
号
と

し
、
第
十
五
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
同
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十 
六　

規
則
第
六
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
出
事
務
の
委
託
契
約
（
設
計
金
額
が
一
千
万
円

未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
の
三
十
五
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第

九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

九 　

規
則
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
歳
入
の
徴
収
の
委
託
契
約
（
業
務
委
託
契
約
（
指
定

管
理
者
の
指
定
を
含
む
。
）
に
併
せ
て
歳
入
の
徴
収
を
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
業
務
委
託
契

約
の
設
計
金
額
が
一
千
万
円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
収
納
の
委
託
契
約
（
設
計
金
額
が
一
千
万



令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

三

大
分
県
報
号
外
（
訓
令
甲
）

円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
を
締
結
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
中
三
十
五
の
項
を
三
十
六
の
項
と
し
、
二
十
五
の
項
か
ら
三
十
四
の
項
ま
で
を
一
項

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
の
二
十
四
の
項
の
課
長
、
所
長
及
び
室
長
の
欄
中
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八

号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

七 　

規
程
第
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
部
局
長
に
臨
時
的
任
用
職
員
の
退
職
の
内
申
を
行
う

こ
と
。

　

八 　

規
程
第
八
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
時
的
任
用
職
員
に
退
職
の
辞
令
を
交
付
す
る
こ

と
。

　

別
表
第
一
の
一
の
表
の
二
十
四
の
項
の
班
総
括
の
欄
第
一
号
中
「
臨
時
的
任
用
職
員
任
用
期
間
延
長
・
更

新
報
告
書
」
を
「
臨
時
的
任
用
職
員
任
用
期
間
延
長
・
更
新
届
出
書
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
号
を
削
り
、
同

欄
中
第
三
号
と
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
を
二
十
五
の
項
と

し
、
同
表
中
二
十
三
の
項
を
二
十
四
の
項
と
し
、
二
十
二
の
項
を
二
十
三
の
項
と
し
、
二
十
一
の
項
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二 

十
二　

大

学
等
に
お

け
る
修
学

の
支
援
に

関
す
る
法

律
（
令
和

元
年
法
律

第
八
号
。

以

下

こ

の

項

中

「
法
」
と

い
う
。
）

に
関
す
る

事
務

一 　

法
第
七
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、

大
学
等
が
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
。

二 　

法
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
確
認
大
学
等
の

設
置
者
（
国
及
び
地

方
公
共
団
体
を
除

く
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に

対
し
、
期
限
を
定
め

て
、
必
要
な
措
置
を

と
る
べ
き
こ
と
を
勧

告
す
る
こ
と
。

三 　

法
第
十
四
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
確
認
大
学
等
の

設
置
者
が
、
期
限
内

に
勧
告
に
従
わ
な
か

つ
た
と
き
に
、
そ
の

旨
を
公
表
す
る
こ

一 　

法
第
七
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
確
認
を
し
た

旨
を
公
表
す
る
こ

と
。

二 　

法
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
授
業
料
等

減
免
対
象
者
若
し

く
は
そ
の
生
計
を

維
持
す
る
者
若
し

く
は
こ
れ
ら
の
者

で
あ
つ
た
者
に
対

し
、
報
告
若
し
く

は
文
書
そ
の
他
の

物
件
の
提
出
若
し

く
は
提
示
を
命

じ
、
又
は
当
該
職

員
に
関
係
者
に
対

し
て
質
問
さ
せ
る

こ
と
。

三 　

法
第
十
三
条
第

二
項
の
規
定
に
基

　

と
。

四 　

法
第
十
四
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
勧
告
を
受
け
た

確
認
大
学
等
の
設
置

者
が
、
正
当
な
理
由

が
な
く
て
そ
の
勧
告

に
係
る
措
置
を
と
ら

な
か
つ
た
と
き
に
、

当
該
確
認
大
学
等
の

設
置
者
に
対
し
、
期

限
を
定
め
て
、
そ
の

勧
告
に
係
る
措
置
を

と
る
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
。

五 　

法
第
十
四
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
命
令
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の

旨
を
公
示
す
る
こ

と
。

六 　

法
第
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ

き
、
確
認
大
学
等
に

係
る
確
認
を
取
り
消

す
こ
と
。

七 　

法
第
十
五
条
第
二

項
の
規
定
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
七
条

第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
確
認
を
取
り

消
し
た
旨
を
公
表
す

る
こ
と
。

　

 

づ
き
、
確
認
大
学

等
の
設
置
者
若
し

く
は
そ
の
役
職
員

若
し
く
は
こ
れ
ら

の
者
で
あ
つ
た
者

に
対
し
、
報
告
若

し
く
は
帳
簿
書
類

そ
の
他
の
物
件
の

提
出
若
し
く
は
提

示
を
命
じ
、
若
し

く
は
出
頭
を
求

め
、
又
は
当
該
職

員
に
関
係
者
に
対

し
て
質
問
さ
せ
、

若
し
く
は
当
該
確

認
大
学
等
の
設
置

者
の
事
務
所
そ
の

他
の
施
設
に
立
ち

入
り
、
そ
の
設
備

若
し
く
は
帳
簿
書

類
そ
の
他
の
物
件

を
検
査
さ
せ
る
こ

と
。

　

別
表
第
一
の
二
の
表
の
一
の
項
の
会
計
管
理
者
の
欄
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五

号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
表
の
会
計
管
理
局
長
の
欄
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号

を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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五 　

規
則
第
五
条
第
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
私
人
に
対
す
る
歳
入
の
徴
収
の
委
託
契
約
（
業
務
委
託
契

約
（
指
定
管
理
者
の
指
定
を
含
む
。
）
に
併
せ
て
歳
入
の
徴
収
を
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
業

務
委
託
契
約
の
設
計
金
額
が
一
千
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
収
納
の
委
託
契
約
（
設
計

金
額
が
一
千
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
私
人
に
対
す
る
支
出
事
務
の
委
託
契
約
（
設
計
金
額

が
一
千
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
の
審
査
を
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
一
の
二
の
表
の
一
の
項
の
課
長
及
び
室
長
の
欄
第
三
号
中
「
徴
収
停
止
、
徴
収
猶
予
、
履
行
期
限

の
延
長
及
び
」
を
削
り
、
同
欄
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

六 　

規
則
第
五
条
第
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
私
人
に
対
す
る
歳
入
の
徴
収
の
委
託
契
約
（
業
務
委
託
契

約
（
指
定
管
理
者
の
指
定
を
含
む
。
）
に
併
せ
て
歳
入
の
徴
収
を
委
託
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
業

務
委
託
契
約
の
設
計
金
額
が
一
千
万
円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
若
し
く
は
収
納
の
委
託
契
約
（
設
計

金
額
が
一
千
万
円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
私
人
に
対
す
る
支
出
事
務
の
委
託
契
約
（
設
計
金
額

が
一
千
万
円
未
満
の
も
の
に
限
る
。
）
の
審
査
を
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
二
の
三
の
表
の
ホ
の
部
の
注
４
中
「
維
持
管
理
費
負
担
金
」
の
下
に
「
、
地
域
活
力
づ
く
り
総
合

補
助
金
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
費
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


